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循環型社会構築に向けた
国内企業取り組み状況

東レ株式会社
繊維研究所
所長 荒西 義高

第8回 産業構造審議会
製造産業分科会
繊維産業小委員会
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循環型社会の構築に向けて

地球規模の課題解決への貢献を通じ、「持続的かつ健全な成長」の実現が重要

東レグループ サステナビリティ・ビジョン
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衣服のマテリアルフロー

新規供給量の９割にあたる73.1万トンが手放され、過半数は廃棄されている

［出展］繊維製品における資源循環システム検討会報告書
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東レの循環型社会への取り組み
・原料のバイオベース化、マテリアル／ケミカルリサイクルの推進、ＣＯ２の資源化等への取り組みを推進

・繊維事業においても、当社独自技術で新たに進化したバイオマス由来素材やリサイクル素材の展開を進めている

原料

化石資源

バイオマス

大気・排ガス

（CO2）

廃棄

（最小化）

東レの技術・製品

CO2

CO2の資源化

ケミカルリサイクル

マテリアルリサイクル

当社素材
（繊維、樹脂、フィルム）

製造・使用

原料
膜利用バイオ技術

ペレット

使用済み
プラスチック
(東レグループ外で
発生したものを含む)

植物由来原料利用
（バイオPET・

ナイロン原料など）

PET（繊維、フィルム）、ABS樹脂

ナイロン繊維製品

循環型社会を支える、

エネルギー・水に

関わる東レ技術

気体分離膜

再エネ

電力

グリーン
水素

水処理
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バイオマス由来、リサイクルに関する具体例

リサイクル（アンドプラス® ）バイオマス由来（エコディア® ）

CO2

吸収

CO2

排出

100％バイオベースPET
Patagonia社

“シュガーダウン”

100％バイオベースナイロン
吉田社

“タンカー”シリーズ

東京マラソンで回収したPETボトルから“＆＋”繊維
を生産、2024大会のボランティアウェアに再生
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NEDO先導研究プロジェクトについて

繊維製品資源循環についての研究開発プログラムをスタート

プロジェクト名称： 繊維製品の資源循環のための選別・分離技術の研究開発

応募代表機関 ： 東レ株式会社

連名提案機関 ： 帝人フロンティア株式会社、神戸大学

共同実施機関 ： 東海国立大学機構名古屋大学、信州大学

公募課題 ： 繊維to繊維の資源循環システム構築に資する技術開発
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NEDO先導研究の概要

回収衣料の分別技術、ケミカルリサイクル前の分離・精製技術の確立を目指す

2023年5月～

再資源化
回収繊維製品の
効率的選別技術

他素材混繊維の
前処理技術

研究項目A 研究項目B
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NEDO先導研究の個別課題

研究項目AおよびBに対して個別課題を設定し、分担して研究を推進中

2023年5月～

再資源化

A-2 (1) 
構成素材の識別

技術開発
生地と附属品の
分離技術開発

A-2 (2)
内包素材の

識別技術開発

B-1  
ナイロンの

高純度化技術開発

B-2

技術開発

B-2
不純物除去
技術開発

B

新技術調査

B-3
高純度化

新技術調査
A-1 (2) 

評価・解析
技術開発

A-1 (1) 
状態判別指標の

情報収集

回収繊維製品の
効率的選別技術

他素材混繊維の
前処理技術

研究項目A 研究項目B

東レ／
信州大・名古屋大

帝人フロンティア
・神戸大
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A-2(1) 構成素材の識別技術の進捗について

識別アルゴリズムの設計を進め、素材100％品については識別可能を確認

ハイパースペクトルカメラ

発注済みで、
2024年2月納入予定

主素材
: PET

波長

反射
強度

【各画素の分光スペクトル】【撮像画像】

識別

アルゴリズムを
独自開発中

識別するための
要素技術
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B-2 不純物除去技術開発の進捗について

Ｔ／Ｃ混に関してはＰＥＴ布帛と綿の粉末に分離可能の見通しを得た

綿（コットン）分離検証

酸加水分解法 PET布帛0.4%塩酸中で
130℃×1h(加圧密閉)処理

綿粉末

T/C混布帛

水中で揉み洗い

400 1000 1600 2200 2800 3400 4000 400 1000 1600 2200 2800 3400 4000

回収PETのFT-IR測定

回収PET布帛

T/C混織物

PET標品 綿標品

回収綿粉末

T/C混織物

ポリエステル
由来ピークなし

セルロース
由来ピークなし

回収綿粉末のFT-IR測定

※PET:綿=8:2

※精練済み
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繊維to繊維リサイクルの実現に向けて

実現可能なシステムを成立させるためには新しい技術開発が不可欠

使用済み
衣料

リユース品

店頭他
回収

自治体
回収

マテリアル
リサイクル

易リサイクル化

識別ラベル

異種繊維分離

低コスト精製

分別

ケミカル
リサイクル

ガーメント
販売

ウエス化

省力（自動）化

処理能力増強

反毛

反毛プロセス

繊維化

ウール利活用

綿の利活用

ポリ
エステル

ナイロン

アクリル

前処理

啓発活動 ロケーション 解重合・再重合

プロセス・製品

問題点・課題
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バイオマス、バイオものづくりとの連携

環境負荷の低減や高付加価値化の実現も含め、広い視野で取り組む必要あり

１．バイオ原料の利活用 ２．バイオものづくりの適用

セルロースのバイオ変換による有用物質の生成
→ エタノール、エチレングリコール、乳酸など

ポリエステル

ナイロン

ウール

バイオＥＧ，バイオＴＰＡの適用拡大

バイオジアミンの適用拡大

リサイクルウールの再活用

Ｔ／Ｃ混からの分離コットン

染料を含む芳香族混合物質のバイオ変換
→ 有用化合物へ変換・利用

リサイクル残渣

使用済み繊維を対象とする微生物分解促進技術
→ 堆肥として有効利用

セルロース

リサイクルコットンの再活用
イオン液体利用など新しい紡糸方法の適用




